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(57)【要約】
【課題】映像信号に依らず適切に輝度調整することがで
きる表示装置を提供する。
【解決手段】表示装置は、赤（第１の色）を発する第１
発光素子、緑（第２の色）を発する第２発光素子、及び
青（第３の色）を発する第３発光素子をそれぞれ複数有
する有機ＥＬパネル１０と、入力された映像信号ＶＤＩ
ＳＰの表示において、赤（第１の色）の表示に必要な電
力と、緑（第２の色）の表示に必要な電力と、青（第３
の色）の表示に必要な電力との合計値である第１電力を
求め、第１電力に対し、映像信号ＤＩＳＰに応じた所定
の係数値を乗じた第２電力と、有機ＥＬパネルにおいて
画像表示を行う際に許容される最大許容電力に係数値を
乗じた閾値電力と、を算出する画像解析部１１３と、第
２電力が閾値電力以上である場合に、映像信号ＶＤＩＳ
Ｐに対し、閾値電力と第２電力との比率を乗じる輝度調
整部１１４と、を備える。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の色を発する第１発光素子、第２の色を発する第２発光素子、及び第３の色を発す
る第３発光素子をそれぞれ複数有する有機ＥＬパネルと、
　入力された映像信号の表示において、前記第１の色の表示に必要な電力、前記第２の色
の表示に必要な電力、及び、前記第３の色の表示に必要な電力の合計値である第１電力を
求め、前記第１電力に対し、前記映像信号に応じた所定の係数値を乗じた第２電力と、前
記有機ＥＬパネルにおいて画像表示を行う際に許容される最大許容電力に前記係数値を乗
じた閾値電力と、を算出する画像解析部と、
　前記第２電力が前記閾値電力以上である場合に、前記映像信号に対し、前記閾値電力と
前記第２電力との比率を乗じる輝度調整部と、
　を備える
　表示装置。
【請求項２】
　前記輝度調整部は、前記第２電力の大きさに依らず、前記映像信号に対して前記係数値
を乗じる
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記画像解析部は、前記映像信号がホワイトラスターを表示することを示す信号である
場合に、前記係数値を第１係数値とし、前記映像信号が単色ラスターを表示することを示
す信号である場合に、前記係数値を前記第１係数値とは異なる値の第２係数値とする
　請求項１又は請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記画像解析部は、前記映像信号が単色ラスターを表示することを示す信号である場合
に、前記単色ラスターの色に応じて、前記第２係数値を異なる値とする
　請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記画像解析部は、前記映像信号が補色ラスターを表示することを示す信号である場合
に、前記係数値を、前記第１係数値及び前記第２係数値とは異なる値の第３係数値とする
　請求項１から請求項４の何れか１項に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記画像解析部は、前記映像信号が補色ラスターを表示することを示す信号である場合
に、前記補色ラスターの色に応じて、前記第３係数値を異なる値とする
　請求項５に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記画像解析部は、前記映像信号が自然画を表示することを示す信号である場合に、前
記係数値を、前記第１係数値、前記第２係数値、及び前記第３係数値とは異なる値の第４
係数値とする
　請求項１から請求項６の何れか一項に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記画像解析部は、前記映像信号が自然画を表示することを示す信号である場合に、前
記自然画のパターンに応じて、前記第４係数値を異なる値とする
　請求項７に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、液晶表示パネルや有機エレクトロルミネッセンス発光を用いた有機ＥＬディスプ
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レイパネル（ＯＬＥＤ：Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｅｌｅｃｔｒｏ－Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ　
Ｄｉｓｐｌａｙ）を用いた表示装置の需要が高くなっている。携帯情報機器に代表される
電子機器では消費電力を低減する技術に対するニーズが増加している。例えば、表示装置
を備える電子機器の場合、表示装置の駆動に大きい電力が消費されるため、表示装置を駆
動するのに要する消費電力を抑制することが望まれる。
【０００３】
　ＯＬＥＤの画素を構成する有機ＥＬ素子は自発光素子であり、バックライト等の照明部
材を必要としないため、低消費電力化が可能であるが、表示画面の輝度が高いほど消費電
力が増加する。このため、例えば、１フレームを構成する全ラインの合計消費電力に対し
て閾値を設け、閾値以上である場合に自動で輝度を調整する機能を設けている（例えば、
特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１６－３３６０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記従来技術では、映像信号に依っては適切に輝度調整することができず、表示装置が
画像表示を行う際に許容される最大許容電力を超える可能性がある。
【０００６】
　本発明は、映像信号に依らず適切に輝度調整することができる表示装置を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一態様に係る表示装置は、第１の色を発する第１発光素子、第２の色を発する
第２発光素子、及び第３の色を発する第３発光素子をそれぞれ複数有する有機ＥＬパネル
と、入力された映像信号の表示において、前記第１の色の表示に必要な電力、前記第２の
色の表示に必要な電力、及び、前記第３の色の表示に必要な電力の合計値である第１電力
を求め、前記第１電力に対し、前記映像信号に応じた所定の係数値を乗じた第２電力と、
前記有機ＥＬパネルにおいて画像表示を行う際に許容される最大許容電力に前記係数値を
乗じた閾値電力と、を算出する画像解析部と、前記第２電力が前記閾値電力以上である場
合に、前記映像信号に対し、前記閾値電力と前記第２電力との比率を乗じる輝度調整部と
、を備える。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、実施形態に係る表示装置の一構成例を示すブロック図である。
【図２】図２は、実施形態に係る表示装置の有機ＥＬパネルの画素の等価回路を含む各要
素の接続例を示す図である。
【図３】図３は、実施形態に係る表示装置における各制御信号のタイミングチャートであ
る。
【図４】図４は、有機ＥＬパネルの１画素単位の等価回路を示す図である。
【図５】図５は、図４に示す等価回路において、２つの副画素に図４と同一階調の映像信
号を同時に供給した場合の等価回路を示す図である。
【図６】図６は、図４に示す等価回路において、１つの副画素に図４と同一階調の映像信
号を供給した場合の等価回路を示す図である。
【図７】図７は、ホワイトラスター表示時における表示階調と消費電力との関係を示す図
である。
【図８】図８は、実施形態に係る表示装置において、ホワイトラスター表示の際の輝度調
整結果の一例を示す図である。
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【図９】図９は、実施形態に係る輝度調整を実現する回路ブロック構成の一例を示す図で
ある。
【図１０】図１０は、映像信号のパターン毎の係数値を含む係数値情報の一例を示す図で
ある。
【図１１】図１１は、最大階調で単色ラスターを表示するために必要な各色毎の最大電力
値を含む最大電力値情報の一例を示す図である。
【図１２】図１２は、実施形態に係る輝度調整処理手順の一例を示すフローチャートであ
る。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下に、本発明の実施形態について、図面を参照しつつ説明する。なお、開示はあくま
で一例にすぎず、当業者において、発明の主旨を保っての適宜変更について容易に想到し
得るものについては、当然に本発明の範囲に含有されるものである。また、図面は説明を
より明確にするため、実際の態様に比べ、各部の幅、厚さ、形状等について模式的に表さ
れる場合があるが、あくまで一例であって、本発明の解釈を限定するものではない。また
、本明細書と各図において、既出の図に関して前述したものと同様の要素には、同一の符
号を付して、詳細な説明を適宜省略することがある。
【００１０】
　図１は、実施形態に係る表示装置の一構成例を示すブロック図である。図１に示すよう
に、実施形態に係る表示装置１は、制御部１１と、有機ＥＬパネル１０とを備えている。
有機ＥＬパネル１０の表示領域２０には、マトリクス状に有機ＥＬ素子及び薄膜トランジ
スタ（ＴＦＴ）を有する画素Ｐｉｘが並んでいる。なお、表示領域２０における水平方向
の並びを行、垂直方向の並びを列とする。図１では、行方向にｍ（ｍは自然数）の画素Ｐ
ｉｘが並び、列方向にｎ（ｎは自然数）の画素Ｐｉｘが並ぶ例を示している。
【００１１】
　本実施形態において、画素Ｐｉｘは、３つの副画素Ｒｐｉｘ，Ｇｐｉｘ，Ｂｐｉｘを含
む。画素Ｐｉｘに含まれる３つの副画素Ｒｐｉｘ，Ｇｐｉｘ，Ｂｐｉｘは、例えば赤（Ｒ
）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の発光色をそれぞれ有し、３つで１単位の画素Ｐｉｘとして機能
する。各副画素Ｒｐｉｘ，Ｇｐｉｘ，Ｂｐｉｘには、発光素子（有機ＥＬ素子）が構成さ
れる。本実施形態において、発光素子は有機発光ダイオードである。有機ＥＬパネル１０
は、映像信号駆動部１００及び走査信号駆動部２００により、各発光素子の発光を制御す
る信号を生成し、画像を表示する。
【００１２】
　制御部１１は、例えば、外部のホストＩＣ（図示しない）から供給された映像信号に基
づいて、映像信号駆動部１００及び走査信号駆動部２００を制御する。制御部１１は、例
えば、ＩＣ（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）内に含まれ、これら映像信号駆動
部１００及び走査信号駆動部２００に対してそれぞれ制御信号を供給し、これらが互いに
同期して動作するように制御する。
【００１３】
　この制御部１１は、基準クロックを生成するクロック生成部（図示せず）を有している
。制御部１１は、クロック生成部により生成される基準クロックに基づいて、映像信号駆
動部１００及び走査信号駆動部２００に供給する各制御信号を生成するように構成されて
いる。
【００１４】
　映像信号駆動部１００は、各画素Ｐｉｘに印加する映像電圧を生成するＩＣである。走
査信号駆動部２００は、映像電圧を印加する画素を選択するための各画素Ｐｉｘに備えら
れたＴＦＴ（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）素子に印加するゲート電圧を
生成するＩＣである。なお、図１において、映像信号駆動部１００及び走査信号駆動部２
００は、それぞれ異なる構成部として記載されているが、１つのＩＣに組み込まれていて
もよいし、基板上に直接形成された回路によって構成されたものであってもよい。
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【００１５】
　映像信号駆動部１００には、表示領域２０を縦断する映像信号線１１０，１２０，１３
０が接続される。映像信号線１１０は、列方向に並ぶ各副画素Ｒｐｉｘについて共通であ
る。映像信号線１２０は、列方向に並ぶ各副画素Ｇｐｉｘについて共通である。映像信号
線１３０は、列方向に並ぶ各副画素Ｂｐｉｘについて共通である。映像信号線１１０，１
２０，１３０は、それぞれ各副画素Ｒｐｉｘ，Ｇｐｉｘ，Ｂｐｉｘに含まれる画素スイッ
チに接続される。画素スイッチを含む画素Ｐｉｘの等価回路については、次図において詳
細に説明する。
【００１６】
　走査信号駆動部２００には、表示領域２０を横断する走査信号線２１０、発光制御線２
２０、及び電源供給線２３０が接続される。走査信号線２１０、発光制御線２２０、及び
電源供給線２３０は、行方向に並ぶ各画素Ｐｉｘについて共通である。
【００１７】
　有機ＥＬパネル１０は、高電位供給線３１０（第１基準電圧）及び低電位供給線３２０
（第２基準電圧）を有する。高電位供給線３１０の電位を高電位電圧Ｖｄｄと表す。低電
位供給線３２０の電位を低電位電圧Ｖｓｓと表す。高電位供給線３１０及び低電位供給線
３２０は、表示領域２０を構成する全画素Ｐｉｘ、又は複数の画素Ｐｉｘについて共通で
ある。高電位供給線３１０及び低電位供給線３２０は、各画素Ｐｉｘの各副画素Ｒｐｉｘ
，Ｇｐｉｘ，Ｂｐｉｘの発光素子が発光するための電位差を与える。
【００１８】
　図２は、実施形態に係る表示装置の有機ＥＬパネルの画素の等価回路を含む各要素の接
続例を示す図である。図２では、表示領域２０を構成する１つの画素Ｐｉｘの接続例を示
している。
【００１９】
　上述したように、本実施形態において、画素Ｐｉｘは、３つの副画素Ｒｐｉｘ，Ｇｐｉ
ｘ，Ｂｐｉｘを含む。３つの副画素Ｒｐｉｘ，Ｇｐｉｘ，Ｂｐｉｘは、例えば、赤（Ｒ）
、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の発光色に対応する。３つの副画素Ｒｐｉｘ，Ｇｐｉｘ，Ｂｐｉｘ
は、発光制御スイッチ３１を共有する。
【００２０】
　制御部１１は、画像処理部１１１と、タイミング制御部１１２とを備えている。
【００２１】
　画像処理部１１１は、映像信号Ｖｄｉｓｐに対して各種画像処理を行う。画像処理部１
１１によって実施される画像処理は、例えばガンマ変換処理等を含むが、本実施形態では
、少なくとも映像信号Ｖｄｉｓｐの輝度調整処理を含むものとする。本実施形態に係る輝
度調整処理については後述する。画像処理部１１１における輝度調整処理以外の画像処理
により本発明が限定されるものではない。
【００２２】
　タイミング制御部１１２は、映像信号Ｖｄｉｓｐに基づき、第１タイミングパルスＬＰ
１、第２タイミングパルスＬＰ２、第３タイミングパルスＬＰ３、初期化電圧出力タイミ
ング制御信号ｘａｓｗ１、映像電圧出力タイミング制御信号ｘａｓｗ２、発光制御信号Ｂ
Ｇ、及びリセット制御信号ＲＧを含む各制御信号を生成する。
【００２３】
　映像信号駆動部１００は、制御部１１から入力された映像信号Ｖｄｉｓｐに基づき、映
像電圧ＶｓｉｇＲ，ＶｓｉｇＧ，ＶｓｉｇＢを生成する。
【００２４】
　また、映像信号駆動部１００は、初期化信号制御スイッチ１０１，１０３，１０５と、
映像電圧制御スイッチ１０２，１０４，１０６とを備える。
【００２５】
　初期化信号制御スイッチ１０１は、ソース又はドレインの一方（第１の端子）が映像信
号線１１０に接続され、他方（第２の端子）に初期化電圧Ｖｉｎｉが供給される。また、
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初期化信号制御スイッチ１０１のゲート（第３の端子）には、初期化電圧出力タイミング
制御信号ｘａｓｗ１が入力される。
【００２６】
　初期化信号制御スイッチ１０３は、ソース又はドレインの一方（第１の端子）が映像信
号線１２０に接続され、他方（第２の端子）に初期化電圧Ｖｉｎｉが供給される。また、
初期化信号制御スイッチ１０３のゲート（第３の端子）には、初期化電圧出力タイミング
制御信号ｘａｓｗ１が入力される。
【００２７】
　初期化信号制御スイッチ１０５は、ソース又はドレインの一方（第１の端子）が映像信
号線１３０に接続され、他方（第２の端子）に初期化電圧Ｖｉｎｉが供給される。また、
初期化信号制御スイッチ１０５のゲート（第３の端子）には、初期化電圧出力タイミング
制御信号ｘａｓｗ１が入力される。
【００２８】
　本実施形態において、初期化信号制御スイッチ１０１，１０３，１０５は、例えばトラ
ンジスタである。初期化信号制御スイッチ１０１，１０３，１０５のゲートに初期化電圧
出力タイミング制御信号ｘａｓｗ１が印加されると、初期化信号制御スイッチ１０１，１
０３，１０５が導通状態となり、映像信号線１１０，１２０，１３０に初期化電圧Ｖｉｎ
ｉが印加される。
【００２９】
　映像電圧制御スイッチ１０２は、ソース又はドレインの一方（第１の端子）が映像信号
線１１０に接続され、他方（第２の端子）に映像電圧ＶｓｉｇＲが供給される。また、映
像電圧制御スイッチ１０２のゲート（第３の端子）には、映像電圧出力タイミング制御信
号ｘａｓｗ２が入力される。
【００３０】
　映像電圧制御スイッチ１０４は、ソース又はドレインの一方（第１の端子）が映像信号
線１２０に接続され、他方（第２の端子）に映像電圧ＶｓｉｇＧが供給される。また、映
像電圧制御スイッチ１０４のゲート（第３の端子）には、映像電圧出力タイミング制御信
号ｘａｓｗ２が入力される。
【００３１】
　映像電圧制御スイッチ１０６は、ソース又はドレインの一方（第１の端子）が映像信号
線１３０に接続され、他方（第２の端子）に映像電圧ＶｓｉｇＢが供給される。また、映
像電圧制御スイッチ１０６のゲート（第３の端子）には、映像電圧出力タイミング制御信
号ｘａｓｗ２が入力される。
【００３２】
　本実施形態において、映像電圧制御スイッチ１０２，１０４，１０６は、例えばトラン
ジスタである。映像電圧制御スイッチ１０２のゲートに映像電圧出力タイミング制御信号
ｘａｓｗ２が印加されると、映像電圧制御スイッチ１０２が導通状態となり、映像信号線
１１０に映像電圧ＶｓｉｇＲが印加される。映像電圧制御スイッチ１０４のゲートに映像
電圧出力タイミング制御信号ｘａｓｗ２が印加されると、映像電圧制御スイッチ１０４が
導通状態となり、映像信号線１２０に映像電圧ＶｓｉｇＧが印加される。映像電圧制御ス
イッチ１０６のゲートに映像電圧出力タイミング制御信号ｘａｓｗ２が印加されると、映
像電圧制御スイッチ１０６が導通状態となり、映像信号線１３０に映像電圧ＶｓｉｇＢが
印加される。本実施形態において、映像電圧ＶｓｉｇＲ，ＶｓｉｇＧ，ＶｓｉｇＢは、映
像信号Ｖｄｉｓｐに応じて変動する階調信号である。
【００３３】
　走査信号駆動部２００は、リセット制御スイッチ２３５を備える。
【００３４】
　リセット制御スイッチ２３５は、ソース又はドレインの一方（第１の端子）が電源供給
線２３０に接続され、他方（第２の端子）にリセット電圧Ｖｒｓｔが供給される。また、
リセット制御スイッチ２３５のゲート（第３の端子）には、リセット制御信号ＲＧが入力
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される。本実施形態において、リセット制御スイッチ２３５は、例えばトランジスタであ
る。リセット制御スイッチ２３５のゲートにリセット制御信号ＲＧが印加されると、リセ
ット制御スイッチ２３５が導通状態となり、電源供給線２３０にリセット電圧Ｖｒｓｔが
印加される。
【００３５】
　画素Ｐｉｘは、各副画素Ｒｐｉｘ，Ｇｐｉｘ，Ｂｐｉｘと、発光制御スイッチ３１とを
含む。
【００３６】
　発光制御スイッチ３１は、ソース又はドレインの一方（第１の端子）が高電位供給線３
１０に接続される。また、発光制御スイッチ３１のゲート（第３の端子）は、発光制御線
２２０に接続される。本実施形態において、発光制御スイッチ３１は、例えばＴＦＴ素子
である。
【００３７】
　副画素Ｒｐｉｘは、画素スイッチ３３１、駆動トランジスタ３４１、有機発光ダイオー
ド３７１、蓄積容量３５１、及び付加容量３６１を含む。
【００３８】
　画素スイッチ３３１は、ソース又はドレインの一方（第１の端子）が映像信号線１１０
に接続される。また、画素スイッチ３３１のゲート（第３の端子）は、走査信号線２１０
に接続される。本実施形態において、画素スイッチ３３１は、例えばＴＦＴ素子である。
【００３９】
　駆動トランジスタ３４１のソース又はドレインの一方（第１の端子）が有機発光ダイオ
ード３７１の陽極に接続され、他方（第２の端子）が電源供給線２３０及び発光制御スイ
ッチ３１のソース又はドレインの他方（第２の端子）に接続される。また、駆動トランジ
スタ３４１のゲート（第３の端子）は、画素スイッチ３３１のソース又はドレインの他方
（第２の端子）に接続される。本実施形態において、駆動トランジスタ３４１は、例えば
ｎチャネル型トランジスタである。
【００４０】
　駆動トランジスタ３４１のソース又はドレインの一方（第１の端子）とゲート（第３の
端子）との間には、蓄積容量３５１が接続される。また、駆動トランジスタ３４１のソー
ス又はドレインの一方（第１の端子）には、低電位供給線３２０との間、又は高電位供給
線３１０との間、又は所定の基準電位の間に付加容量３６１が接続される。なお、付加容
量３６１は、駆動トランジスタ３４１のソース又はドレインの一方（第１の端子）と低電
位供給線３２０との間、及び、駆動トランジスタ３４１のソース又はドレインの一方（第
１の端子）と高電位供給線３１０との間に設けられていても良い。
【００４１】
　走査信号駆動部２００から、走査信号線２１０に走査電圧ＳＧが印加されると、画素ス
イッチ３３１が導通状態となる。画素スイッチ３３１が導通状態の場合に、映像信号駆動
部１００から映像信号線１１０に映像電圧ＶｓｉｇＲが印加されると、駆動トランジスタ
３４１のゲート（第３の端子）に映像電圧ＶｓｉｇＲが印加される。
【００４２】
　駆動トランジスタ３４１は、有機発光ダイオード３７１に供給する電流値を、ゲートと
ソース間の電圧に応じて制御する。
【００４３】
　駆動トランジスタ３４１のゲート（第３の端子）に電圧が印加されると、蓄積容量３５
１に電荷が蓄積される。蓄積容量３５１に駆動トランジスタ３４１に所定の電流を流すた
めの電荷が蓄積されると、画素スイッチ３３１を非導通状態とさせ、駆動トランジスタ３
４１のゲートとソース間の電圧を維持させる。駆動トランジスタ３４１にはゲートとソー
ス間の電圧に応じた電流が流れる。駆動トランジスタ３４１のドレインとソース間の電流
は有機発光ダイオード３７１に流れ、電流値に応じた輝度で有機発光ダイオード３７１は
発光する。
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【００４４】
　駆動トランジスタ３４１のソース又はドレインの一方（第１の端子）に接続された付加
容量３６１は、蓄積容量３５１との容量分割により映像電圧ＶｓｉｇＲの電圧に応じて駆
動トランジスタ３４１のゲート（第３の端子）とソース又はドレインの一方（第１の端子
）との間の電圧を設定する役割を持つ。具体的には、蓄積容量３５１の静電容量より付加
容量３６１の静電容量を大きく設定し、駆動トランジスタ３４１のゲート（第３の端子）
とソース又はドレインの一方（第１の端子）との間の電圧の設定範囲を広くする場合が多
い。
【００４５】
　有機発光ダイオード３７１の陰極は、低電位供給線３２０に接続される。駆動トランジ
スタ３４１が導通状態の場合に、発光制御スイッチ３１が導通状態となれば、駆動トラン
ジスタ３４１のゲート－ソース間の電圧に応じた電流が有機発光ダイオード３７１に流れ
、有機発光ダイオード３７１が発光する。
【００４６】
　副画素Ｇｐｉｘは、画素スイッチ３３２、駆動トランジスタ３４２、有機発光ダイオー
ド３７２、蓄積容量３５２、及び付加容量３６２を含む。
【００４７】
　画素スイッチ３３２は、ソース又はドレインの一方（第１の端子）が映像信号線１２０
に接続される。また、画素スイッチ３３２のゲート（第３の端子）は、走査信号線２１０
に接続される。本実施形態において、画素スイッチ３３２は、例えばＴＦＴ素子である。
【００４８】
　駆動トランジスタ３４２のソース又はドレインの一方（第１の端子）が有機発光ダイオ
ード３７２の陽極に接続され、他方（第２の端子）が電源供給線２３０及び発光制御スイ
ッチ３１のソース又はドレインの他方（第２の端子）に接続される。また、駆動トランジ
スタ３４２のゲート（第３の端子）は、画素スイッチ３３２のソース又はドレインの他方
（第２の端子）に接続される。本実施形態において、駆動トランジスタ３４２は、例えば
ｎチャネル型トランジスタである。
【００４９】
　駆動トランジスタ３４２のソース又はドレインの一方（第１の端子）とゲート（第３の
端子）との間には、蓄積容量３５２が接続される。また、駆動トランジスタ３４２のソー
ス又はドレインの一方（第１の端子）には、低電位供給線３２０との間、又は高電位供給
線３１０との間、又は所定の基準電位の間に付加容量３６３が接続される。なお、付加容
量３６３は、駆動トランジスタ３４２のソース又はドレインの一方（第１の端子）と低電
位供給線３２０との間、及び、駆動トランジスタ３４２のソース又はドレインの一方（第
１の端子）と高電位供給線３１０との間の双方に設けられていても良い。
【００５０】
　走査信号駆動部２００から、走査信号線２１０に走査電圧ＳＧが印加されると、画素ス
イッチ３３２が導通状態となる。画素スイッチ３３２が導通状態の場合に、映像信号駆動
部１００から映像信号線１２０に映像電圧ＶｓｉｇＧが印加されると、駆動トランジスタ
３４２のゲート（第３の端子）に映像電圧ＶｓｉｇＧが印加される。
【００５１】
　駆動トランジスタ３４２は、有機発光ダイオード３７２に供給する電流値を、ゲートと
ソース間の電圧に応じて制御する。
【００５２】
　駆動トランジスタ３４２のゲート（第３の端子）に電圧が印加されると、蓄積容量３５
２に電荷が蓄積される。蓄積容量３５２に駆動トランジスタ３４２に所定の電流を流すた
めの電荷が蓄積されると、画素スイッチ３３２を非導通状態とさせ、駆動トランジスタ３
４２のゲートとソース間の電圧を維持させる。駆動トランジスタ３４２にはゲートとソー
ス間の電圧に応じた電流が流れる。駆動トランジスタ３４２のドレインとソース間の電流
は有機発光ダイオード３７２に流れ、電流値に応じた輝度で有機発光ダイオード３７２は
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発光する。
【００５３】
　駆動トランジスタ３４２のソース又はドレインの一方（第１の端子）に接続された付加
容量３６２は、蓄積容量３５２との容量分割により映像電圧ＶｓｉｇＧの電圧に応じて駆
動トランジスタ３４２のゲート（第３の端子）とソース又はドレインの一方（第１の端子
）との間の電圧を設定する役割を持つ。具体的には、蓄積容量３５２の静電容量より付加
容量３６２の静電容量を大きく設定し、駆動トランジスタ３４２のゲート（第３の端子）
とソース又はドレインの一方（第１の端子）との間の電圧の設定範囲を広くする場合が多
い。
【００５４】
　有機発光ダイオード３７２の陰極は、低電位供給線３２０に接続される。駆動トランジ
スタ３４２が導通状態の場合に、発光制御スイッチ３１が導通状態となれば、駆動トラン
ジスタ３４２のゲート－ソース間の電圧に応じた電流が有機発光ダイオード３７２に流れ
、有機発光ダイオード３７２が発光する。
【００５５】
　副画素Ｂｐｉｘは、画素スイッチ３３３、駆動トランジスタ３４３、有機発光ダイオー
ド３７３、蓄積容量３５３、及び付加容量３６３が含まれる。
【００５６】
　画素スイッチ３３３は、ソース又はドレインの一方（第１の端子）が映像信号線１３０
に接続される。また、画素スイッチ３３３のゲート（第３の端子）は、走査信号線２１０
に接続される。本実施形態において、画素スイッチ３３３は、例えばＴＦＴ素子である。
【００５７】
　駆動トランジスタ３４３のソース又はドレインの一方（第１の端子）が有機発光ダイオ
ード３７３の陽極に接続され、他方（第２の端子）が電源供給線２３０及び発光制御スイ
ッチ３１のソース又はドレインの他方（第２の端子）に接続される。また、駆動トランジ
スタ３４３のゲート（第３の端子）は、画素スイッチ３３３のソース又はドレインの他方
（第２の端子）に接続される。本実施形態において、駆動トランジスタ３４３は、例えば
ｎチャネル型トランジスタである。
【００５８】
　駆動トランジスタ３４３のソース又はドレインの一方（第１の端子）とゲート（第３の
端子）との間には、蓄積容量３５３が接続される。また、駆動トランジスタ３４３のソー
ス又はドレインの一方（第１の端子）には、低電位供給線３２０との間、又は高電位供給
線３１０との間、又は所定の基準電位の間に付加容量３６３が接続される。なお、付加容
量３６３は、駆動トランジスタ３４３のソース又はドレインの一方（第１の端子）と低電
位供給線３２０との間、及び、駆動トランジスタ３４３のソース又はドレインの一方（第
１の端子）と高電位供給線３１０との間の双方に設けられていても良い。
【００５９】
　走査信号駆動部２００から、走査信号線２１０に走査電圧ＳＧが印加されると、画素ス
イッチ３３３が導通状態となる。画素スイッチ３３３が導通状態の場合に、映像信号駆動
部１００から映像信号線１３０に映像電圧ＶｓｉｇＢが印加されると、駆動トランジスタ
３４３のゲート（第３の端子）に映像電圧ＶｓｉｇＢが印加される。
【００６０】
　駆動トランジスタ３４３は、有機発光ダイオード３７３に供給する電流値を、ゲートと
ソース間の電圧に応じて制御する。
【００６１】
　駆動トランジスタ３４３のゲート（第３の端子）に電圧が印加されると、蓄積容量３５
３に電荷が蓄積される。蓄積容量３５３に駆動トランジスタ３４３に所定の電流を流すた
めの電荷が蓄積されると、画素スイッチ３３３を非導通状態とさせ、駆動トランジスタ３
４３のゲートとソース間の電圧を維持させる。駆動トランジスタ３４３にはゲートとソー
ス間の電圧に応じた電流が流れる。駆動トランジスタ３４３のドレインとソース間の電流
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は有機発光ダイオード３７３に流れ、電流値に応じた輝度で有機発光ダイオード３７３は
発光する。
【００６２】
　駆動トランジスタ３４３のソース又はドレインの一方（第１の端子）に接続された付加
容量３６３は、蓄積容量３５３との容量分割により映像電圧ＶｓｉｇＢの電圧に応じて駆
動トランジスタ３４３のゲート（第３の端子）とソース又はドレインの一方（第１の端子
）との間の電圧を設定する役割を持つ。具体的には、蓄積容量３５３の静電容量より付加
容量３６３の静電容量を大きく設定し、駆動トランジスタ３４３のゲート（第３の端子）
とソース又はドレインの一方（第１の端子）との間の電圧の設定範囲を広くする場合が多
い。
【００６３】
　有機発光ダイオード３７３の陰極は、低電位供給線３２０に接続される。駆動トランジ
スタ３４３が導通状態の場合に、発光制御スイッチ３１が導通状態となれば、駆動トラン
ジスタ３４３のゲート－ソース間の電圧に応じた電流が有機発光ダイオード３７３に流れ
、有機発光ダイオード３７３が発光する。
【００６４】
　発光制御スイッチ３１は、駆動トランジスタ３４１，３４２，３４３のソース又はドレ
インの他方（第２の端子）と、高電位供給線３１０との間の電気的接続を制御する。本実
施形態において、発光制御スイッチ３１は、例えばｎチャネル型トランジスタである。発
光制御スイッチ３１のゲート（第３の端子）は、発光制御線２２０に接続される。走査信
号駆動部２００より、発光制御線２２０に発光制御信号ＢＧが印加されると、発光制御ス
イッチ３１が導通状態となる。
【００６５】
　発光制御スイッチ３１が非導通状態、リセット制御スイッチ２３５が導通状態であれば
、駆動トランジスタ３４１，３４２，３４３のソース又はドレインの他方（第２の端子）
が電源供給線２３０に接続される。リセット電圧Ｖｒｓｔは、リセット時において有機発
光ダイオード３７１，３７２，３７３に電流が流れないような電圧に設定され、例えば低
電位供給線３２０の電位であっても良い。
【００６６】
　なお、図２に示す等価回路図は一例であり、異なる回路を採用してもよい。例えば、３
つの副画素Ｒｐｉｘ，Ｇｐｉｘ，Ｂｐｉｘに対して、それぞれ発光制御スイッチ３１を設
けた構成としてもよい。
【００６７】
　また、上述した初期化信号制御スイッチ１０１，１０３，１０５、映像電圧制御スイッ
チ１０２，１０４，１０６、リセット制御スイッチ２３５、画素スイッチ３３１，３３２
，３３３、駆動トランジスタ３４１，３４２，３４３、発光制御スイッチ３１については
、映像信号駆動部１００、走査信号駆動部２００、各副画素Ｒｐｉｘ，Ｇｐｉｘ，Ｂｐｉ
ｘの回路構成に応じて、ソース又はドレインの何れが第１の端子、あるいは第２の端子と
なるかについて適宜選択される。
【００６８】
　次に、本実施形態に係る表示装置１の詳細動作について説明する。図３は、実施形態に
係る表示装置における各制御信号のタイミングチャートである。
【００６９】
　図３に示すタイミングチャートにおいて、横軸は時間を表している。図３の（ａ）は、
映像信号駆動部１００から第１映像信号線１１０に供給される初期化電圧Ｖｉｎｉまたは
映像電圧ＶｓｉｇＲ，ＶｓｉｇＧ，ＶｓｉｇＢを示している。図３の（ａ）に示す例にお
いて、縦軸は初期化電圧Ｖｉｎｉまたは映像電圧ＶｓｉｇＲ，ＶｓｉｇＧ，ＶｓｉｇＢの
大きさを示している。なお、図３では、各トランジスタ１０１，１０２，１０３，１０４
，１０５，１０６，２３５，３１，３３１，３４１，３３２，３４２，３３３，３４３が
ｎチャネル型トランジスタである場合のタイミングチャートを例示している。



(11) JP 2019-45820 A 2019.3.22

10

20

30

40

50

【００７０】
　図３の（ｂ）は、制御部１１から映像信号駆動部１００に供給される初期化電圧出力タ
イミング制御信号ｘａｓｗ１を示している。図３の（ｃ）は、制御部１１から映像信号駆
動部１００に供給される映像電圧出力タイミング制御信号ｘａｓｗ２を示している。図３
の（ｄ）は、制御部１１から走査信号駆動部２００に供給される発光制御信号ＢＧを示し
ている。図３の（ｅ）は、制御部１１から走査信号駆動部２００に供給されるリセット制
御信号ＲＧを示している。図３の（ｆ）は、走査信号駆動部２００から走査信号線２１０
に供給される走査電圧ＳＧを示している。図３の（ｂ），（ｃ），（ｄ），（ｅ），（ｆ
）に示す例において、縦軸は各信号のロジック「Ｌ」、「Ｈ」を示している。
【００７１】
　本実施形態に係る表示装置１の表示動作はラスタースキャンにより行われる。本実施形
態では、有機ＥＬパネル１０の表示領域２０を構成する複数の画素行を先頭行から順番に
選択し、選択された行の画素Ｐｉｘに映像電圧ＶｓｉｇＲ，ＶｓｉｇＧ，ＶｓｉｇＢを書
き込み、各画素Ｐｉｘを発光させる動作が１フレームの映像信号Ｖｄｉｓｐ毎に繰り返さ
れる。本実施形態における書き込み動作は、リセット動作、オフセットキャンセル動作、
及び映像電圧書き込み動作に分けられる。
【００７２】
　本実施形態に係る表示装置１では、各画素行毎に、２水平期間（２Ｈ）に亘りリセット
動作、オフセットキャンセル動作、及び映像電圧書き込み動作が行われる。図３に示す例
では、１水平期間（１Ｈ）が第１期間及び第２期間に分割されており、各画素行毎に、前
の１水平期間（１Ｈ）（以降、「第１水平期間」ともいう）の第１期間においてリセット
動作が行われる。続いて、後の１水平期間（１Ｈ）（以降、「第２水平期間」ともいう）
の第１期間においてオフセットキャンセル動作が行われ、続く第２水平期間の第２期間に
おいて映像電圧書き込み動作が行われる。
【００７３】
　図３に示す例では、時刻ｔ１１から時刻ｔ１７までの期間を第１水平期間、時刻ｔ１１
から時刻ｔ１６までの期間を第１水平期間における第１期間、時刻ｔ１６から時刻ｔ１７
までの期間を第１水平期間における第２期間、時刻ｔ１７から時刻ｔ２２までの期間を第
２水平期間における第１期間、時刻ｔ２２から時刻ｔ２７までの期間を第２水平期間にお
ける第２期間としている。
【００７４】
　まず、リセット動作について説明する。
【００７５】
　第１水平期間の時刻ｔ１１において、発光制御信号ＢＧが「Ｈ」から「Ｌ」に制御され
、続く時刻ｔ１２において、リセット制御信号ＲＧのロジックが「Ｌ」から「Ｈ」に制御
されると、リセット制御スイッチ２３５が導通状態となり、電源供給線２３０にリセット
電圧Ｖｒｓｔが供給され、駆動トランジスタ３４１，３４２，３４３のソース又はドレイ
ンの他方（第２の端子）にリセット電圧Ｖｒｓｔが印加される。このとき、リセット制御
信号ＲＧに同期して初期化電圧出力タイミング制御信号ｘａｓｗ１のロジックが「Ｌ」か
ら「Ｈ」に制御されると、初期化信号制御スイッチ１０１，１０３，１０５が導通状態と
なり、映像信号駆動部１００が初期化電圧Ｖｉｎｉのデータのロードを開始し、映像信号
線１１０，１２０，１３０に初期化電圧Ｖｉｎｉが供給される。
【００７６】
　続く時刻ｔ１３において、走査電圧ＳＧのロジックが「Ｌ」から「Ｈ」に制御されると
、画素スイッチ３３１，３３２，３３３が導通状態となり、画素スイッチ３３１，３３２
，３３３を介して駆動トランジスタ３４１，３４２，３４３のゲート（第３の端子）に初
期化電圧Ｖｉｎｉが印加される。
【００７７】
　これにより、駆動トランジスタ３４１，３４２，３４３のゲート（第３の端子）の電位
は、初期化電圧Ｖｉｎｉに対応する電位にリセットされる。また、駆動トランジスタ３４
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１，３４２，３４３が導通状態とされることにより駆動トランジスタ３４１，３４２，３
４３のソース又はドレインの一方（第１の端子）の電位は、リセット電圧Ｖｒｓｔに対応
する電位にリセットされ、各蓄積容量３５１，３５２，３５３の端子間電圧は、（Ｖｉｎ
ｉ－Ｖｒｓｔ）に応じた電圧に設定される。有機発光ダイオード３７１，３７２，３７３
に印加される電圧は、（Ｖｒｓｔ－Ｖｓｓ）に応じた電圧となる。リセット電圧Ｖｒｓｔ
は、有機発光ダイオード３７１，３７２，３７３に印加される電圧が各有機発光ダイオー
ド３７１，３７２，３７３の発光しきい値電圧（発光開始電圧）以下となるように設定さ
れる。例えば、発光しきい値電圧は、有機発光ダイオード３７１，３７２，３７３に電流
が流れ始める電圧、つまり順方向電圧降下である。
【００７８】
　その後、時刻ｔ１４において、走査電圧ＳＧのロジックが「Ｈ」から「Ｌ」に制御され
ると、画素スイッチ３３１，３３２，３３３が非導通状態となり、リセット動作が終了す
る。続く時刻ｔ１５において、初期化電圧出力タイミング制御信号ｘａｓｗ１のロジック
が「Ｈ」から「Ｌ」に制御されると、初期化信号制御スイッチ１０１，１０３，１０５が
非導通状態となり、映像信号駆動部１００による初期化電圧Ｖｉｎｉのデータのロードが
停止する。以下、第１水平期間の第１期間における時刻ｔ１３から時刻ｔ１４までの期間
を、「リセット期間」という。
【００７９】
　次に、オフセットキャンセル動作について説明する。
【００８０】
　第２水平期間の時刻ｔ１７において、リセット制御信号ＲＧのロジックが「Ｈ」から「
Ｌ」に制御され、続く時刻ｔ１８において発光制御信号ＢＧのロジックが「Ｌ」から「Ｈ
」に制御されると、発光制御スイッチ３１が導通状態となり、電源供給線２３０に高電位
電圧Ｖｄｄが供給され、駆動トランジスタ３４１，３４２，３４３のソース又はドレイン
の他方（第２の端子）に高電位電圧Ｖｄｄが印加される。このとき、発光制御信号ＢＧに
同期して初期化電圧出力タイミング制御信号ｘａｓｗ１のロジックが「Ｌ」から「Ｈ」に
制御されると、初期化信号制御スイッチ１０１，１０３，１０５が導通状態となり、映像
信号駆動部１００が初期化電圧Ｖｉｎｉのデータのロードを開始し、映像信号線１１０，
１２０，１３０に初期化電圧Ｖｉｎｉが供給される。
【００８１】
　続く時刻ｔ１９において、走査電圧ＳＧのロジックが「Ｌ」から「Ｈ」に制御されると
、画素スイッチ３３１，３３２，３３３が導通状態となり、画素スイッチ３３１，３３２
，３３３を介して駆動トランジスタ３４１，３４２，３４３のゲート（第３の端子）に初
期化電圧Ｖｉｎｉが印加される。
【００８２】
　これにより、画素スイッチ３３１，３３２，３３３のゲート（第３の端子）の電位は、
初期化電圧Ｖｉｎｉに対応する電位に固定される。また、発光制御スイッチ３１が導通状
態であるので、高電位供給線３１０から駆動トランジスタ３４１，３４２，３４３に電流
が流れ込み、駆動トランジスタ３４１，３４２，３４３のソース又はドレインの一方（第
１の端子）の電位がリセット動作において書き込まれたリセット電圧Ｖｒｓｔから上昇す
る。そして、ソース又はドレインの一方（第１の端子）の電位がゲート（第３の端子）の
電位より画素スイッチ３３１，３３２，３３３のしきい値電圧Ｖｔｈだけ低い電位（Ｖｉ
ｎｉ－Ｖｔｈ）に達すると、画素スイッチ３３１，３３２，３３３を非導通状態とする。
このとき、ソース又はドレインの一方（第１の端子）の電位は、（Ｖｉｎｉ－Ｖｔｈ）に
固定されている。各蓄積容量３５１，３５２，３５３の端子間電圧は、しきい値電圧Ｖｔ
ｈに応じた電圧に設定される。この状態を基準として、後述する映像電圧書き込み動作に
おいて各蓄積容量３５１，３５２，３５３に映像電圧ＶｓｉｇＲ，ＶｓｉｇＧ，Ｖｓｉｇ
Ｂに応じた電圧を書き込むことで、発光動作にて有機発光ダイオード３７１，３７２，３
７３に流れる電流から画素間における駆動トランジスタ３４１，３４２，３４３毎のしき
い値電圧Ｖｔｈのばらつきによる影響がキャンセルされる。
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【００８３】
　時刻ｔ２０において、走査電圧ＳＧのロジックが「Ｈ」から「Ｌ」に制御されると、画
素スイッチ３３１，３３２，３３３が非導通状態となり、オフセットキャンセル動作が終
了する。続く時刻ｔ２１において、初期化電圧出力タイミング制御信号ｘａｓｗ１のロジ
ックが「Ｈ」から「Ｌ」に制御されると、初期化信号制御スイッチ１０１，１０３，１０
５が非導通状態となり、映像信号駆動部１００による初期化電圧Ｖｉｎｉのデータのロー
ドが停止する。以下、第２水平期間の第１期間における時刻ｔ１９から時刻ｔ２０までの
期間を、「オフセットキャンセル期間」という。
【００８４】
　次に、映像電圧書き込み動作について説明する。
【００８５】
　第２水平期間の第２期間では、オフセットキャンセル期間から引き続き、リセット制御
信号ＲＧのロジックは「Ｌ」、発光制御信号ＢＧのロジックは「Ｈ」に維持されている。
【００８６】
　第２水平期間の時刻ｔ２３において、映像電圧出力タイミング制御信号ｘａｓｗ２のロ
ジックが「Ｌ」から「Ｈ」に制御されると、映像電圧制御スイッチ１０２，１０４，１０
６が導通状態となり、映像信号線１１０に映像電圧ＶｓｉｇＲが供給され、映像信号線１
２０に映像電圧ＶｓｉｇＧが供給され、映像信号線１３０に映像電圧ＶｓｉｇＢが供給さ
れる。続く時刻ｔ２４において、走査電圧ＳＧのロジックが「Ｌ」から「Ｈ」に制御され
ると、画素スイッチ３３１，３３２，３３３が導通状態となる。これにより、駆動トラン
ジスタ３４１のゲート（第３の端子）の電位が初期化電圧Ｖｉｎｉに応じた電位から映像
電圧ＶｓｉｇＲに応じた電位に上昇し、駆動トランジスタ３４２のゲート（第３の端子）
の電位が初期化電圧Ｖｉｎｉに応じた電位から映像電圧ＶｓｉｇＧに応じた電位に上昇し
、駆動トランジスタ３４３のゲート（第３の端子）の電位が初期化電圧Ｖｉｎｉに応じた
電位から映像電圧ＶｓｉｇＢに応じた電位に上昇する。
【００８７】
　時刻ｔ２５において走査電圧ＳＧのロジックが「Ｈ」から「Ｌ」に制御されると、画素
スイッチ３３１，３３２，３３３が非導通状態となり、第２水平期間の第２期間における
映像電圧書き込み動作が終了する。続く時刻ｔ２６において、映像電圧出力タイミング制
御信号ｘａｓｗ２のロジックが「Ｈ」から「Ｌ」に制御されると、映像信号駆動部１００
による映像電圧ＶｓｉｇＲ，ＶｓｉｇＧ，ＶｓｉｇＢのデータのロードが停止する。以下
、第２水平期間の第２期間における時刻ｔ２４から時刻ｔ２５までの期間を、「映像電圧
書き込み期間」という。この映像電圧書き込み期間において、副画素Ｒｐｉｘへの映像電
圧ＶｓｉｇＲの書き込み動作が行われ、副画素Ｇｐｉｘへの映像電圧ＶｓｉｇＧの書き込
み動作が行われ、副画素Ｂｐｉｘへの映像電圧ＶｓｉｇＢの書き込み動作が行われる。
【００８８】
　上述した映像電圧書き込み期間以降、次フレームにおける第１水平期間の時刻ｔ１１に
おいて、発光制御信号ＢＧのロジックが「Ｈ」から「Ｌ」に制御されるまでの期間は、有
機発光ダイオード３７１，３７２，３７３による発光動作が行われる。
【００８９】
　本実施形態に係る表示装置１では、各画素行毎に順次１水平期間（１Ｈ）ずつずらして
上記のリセット動作、オフセットキャンセル動作、映像電圧書き込み動作を実施すること
で、１フレーム分の映像信号Ｖｄｉｓｐの表示動作が行われる。
【００９０】
　次に、発光素子として有機ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）素子を
用いた有機ＥＬパネル１０における輝度調整機能について説明する。
【００９１】
　発光素子として有機ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）素子を用いた
有機ＥＬパネル１０においては、表示領域２０に表示する画像の輝度上昇に伴い消費電力
が増加する。特に、全画素の各副画素Ｒｐｉｘ，Ｇｐｉｘ，Ｂｐｉｘを点灯させたホワイ
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トラスター表示や、全画素の各副画素Ｒｐｉｘ，Ｇｐｉｘを点灯させたＹ（黄）の補色ラ
スター表示、全画素の各副画素Ｒｐｉｘ，Ｂｐｉｘを点灯させたＭ（マゼンタ：赤紫）の
補色ラスター表示、全画素の各副画素Ｇｐｉｘ，Ｂｐｉｘを点灯させたＣ（シアン：青緑
）の補色ラスター表示を行う場合に、有機ＥＬパネル１０において画像表示を行う際に許
容される最大許容電力を超える場合がある。このため、本実施形態では、有機ＥＬパネル
１０の最大許容電力を満たすべく、映像信号に応じた輝度調整機能を設ける。
【００９２】
　図４は、有機ＥＬパネルの１画素単位の等価回路を示す図である。図４に示す例では、
画素を構成する各副画素Ｒｐｉｘ，Ｇｐｉｘ，Ｂｐｉｘの駆動トランジスタをＴｒ、有機
発光ダイオードをＤとし、各副画素Ｒｐｉｘ，Ｇｐｉｘ，Ｂｐｉｘに接続される低電位供
給線３２０の寄生抵抗値をＲとしている。図４では、３つの副画素Ｒｐｉｘ，Ｇｐｉｘ，
Ｂｐｉｘに同時に同一階調の映像電圧を供給した場合を想定している。
【００９３】
　図５は、図４に示す等価回路において、２つの副画素に図４と同一階調の映像信号を同
時に供給した場合の等価回路を示す図である。図５では、３つの副画素Ｒｐｉｘ，Ｇｐｉ
ｘ，Ｂｐｉｘのうちの２つに同時に図４と同一階調の映像電圧を供給した場合を想定して
いる。
【００９４】
　図６は、図４に示す等価回路において、１つの副画素に図４と同一階調の映像信号を供
給した場合の等価回路を示す図である。図６では、３つの副画素Ｒｐｉｘ，Ｇｐｉｘ，Ｂ
ｐｉｘの何れか１つに図４及び図５と同一階調の映像電圧を供給した場合を想定している
。
【００９５】
　３つの各副画素Ｒｐｉｘ，Ｇｐｉｘ，Ｂｐｉｘに同時に同一階調の映像信号を供給した
場合（図４）に流れる電流値Ｉ１は、１つの副画素に図４と同一階調の映像信号を供給し
た場合（図６）に流れる電流値Ｉ３よりも大きい（Ｉ１＞Ｉ３）。このため、３つの各副
画素Ｒｐｉｘ，Ｇｐｉｘ，Ｂｐｉｘに同時に同一階調の映像信号を供給した場合（図４）
には、１つの副画素に図４と同一階調の映像信号を供給した場合（図６）よりも、有機発
光ダイオードＤのカソード側の電位が高くなる。この結果として、３つの各副画素Ｒｐｉ
ｘ，Ｇｐｉｘ，Ｂｐｉｘに同時に同一階調の映像信号を供給した場合（図４）に流れる電
流値Ｉ１と、３つの各副画素Ｒｐｉｘ，Ｇｐｉｘ，Ｂｐｉｘに個別に図４と同一階調の映
像信号を供給した場合に流れる合計電流値３Ｉ３とは、以下の（１）式に示す関係となる
。
【００９６】
　Ｉ１＜３Ｉ３・・・（１）
【００９７】
　また、３つの各副画素Ｒｐｉｘ，Ｇｐｉｘ，Ｂｐｉｘに同時に同一階調の映像信号を供
給した場合（図４）に、１つの副画素に図４と同一階調の映像信号を供給した場合（図６
）よりも、有機発光ダイオードＤのカソード側の電位が高くなることで、３つの各副画素
Ｒｐｉｘ，Ｇｐｉｘ，Ｂｐｉｘに同時に同一階調の映像信号を供給した場合（図４）の消
費電力Ｐ１と、３つの各副画素Ｒｐｉｘ，Ｇｐｉｘ，Ｂｐｉｘに個別に図４と同一階調の
映像信号を供給した場合の合計消費電力３Ｐ３とは、以下の（２）式に示す関係となる。
【００９８】
　Ｐ１＜３Ｐ３・・・（２）
【００９９】
　また、２つの各副画素に同時に図４と同一階調の映像信号を供給した場合（図５）に流
れる電流値Ｉ２は、１つの副画素に図４と同一階調の映像信号を供給した場合（図６）に
流れる電流値Ｉ３よりも大きい（Ｉ２＞Ｉ３）。このため、２つの副画素に同時に同一階
調の映像信号を供給した場合（図５）には、１つの副画素に図４と同一階調の映像信号を
供給した場合（図６）よりも、有機発光ダイオードＤのカソード側の電位が高くなる。こ
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の結果として、２つの副画素に同時に図４と同一階調の映像信号を供給した場合（図５）
に流れる電流値Ｉ２と、２つの各副画素に個別に図４と同一階調の映像信号を供給した場
合に流れる合計電流値２Ｉ３とは、以下の（３）式に示す関係となる。
【０１００】
　Ｉ２＜２Ｉ３・・・（３）
【０１０１】
　また、２つの各副画素に同時に図４と同一階調の映像信号を供給した場合（図５）に、
１つの副画素に図４と同一階調の映像信号を供給した場合（図６）よりも、有機発光ダイ
オードＤのカソード側の電位が高くなることで、２つの各副画素に同時に図４と同一階調
の映像信号を供給した場合（図５）の消費電力Ｐ２と、２つの各副画素に個別に図４と同
一階調の映像信号を供給した場合の合計消費電力２Ｐ３とは、以下の（４）式に示す関係
となる。
【０１０２】
　Ｐ２＜２Ｐ３・・・（４）
【０１０３】
　すなわち、複数の副画素に同時に映像信号を供給した場合の消費電力は、各副画素に個
別に映像信号を供給した場合の合計消費電力に対して小さい値となる。尚、ホワイトラス
ター表示時は３つの各副画素Ｒｐｉｘ，Ｇｐｉｘ，Ｂｐｉｘを含む複数の画素から低電位
供給線３２０の寄生抵抗値に電流が流れる。以下、ホワイトラスター表示を行う際の輝度
調整の具体例について説明する。
【０１０４】
　図７は、ホワイトラスター表示時における表示階調と消費電力との関係を示す図である
。図７において、横軸はホワイトラスター表示時における表示階調を示し、縦軸は消費電
力を示している。図７に示す破線は、ホワイトラスター表示における消費電力Ｗａｌｌを
示し、図７に示す実線は、以下の（５）式に示すように、ホワイトラスター表示における
表示階調と同一階調の単色ラスター（Ｒラスター、Ｇラスター、Ｂラスター）を表示する
ために必要な電力Ｗｒ、電力Ｗｇ、電力Ｗｂを合計した第１電力Ｗａｄｄを示し、図７に
示す１点鎖線は、予め実際の消費電力が小さくなることを想定した計算上の消費電力であ
る第２電力Ｗｃを示している。図７では、最大で２５５階調で表示する例を示している。
【０１０５】
　Ｗａｄｄ＝Ｗｒ＋Ｗｇ＋Ｗｂ・・・（５）
【０１０６】
　図７に示すように、ホワイトラスター表示の際の消費電力Ｗａｌｌと、ホワイトラスタ
ー表示における表示階調と同一階調の単色ラスターを表示するために必要な電力Ｗｒ、電
力Ｗｇ、電力Ｗｂを合計した第１電力Ｗａｄｄとの比率（Ｗａｌｌ／Ｗａｄｄ）は、各階
調において比例している。すなわち、最大階調におけるホワイトラスター表示の際の最大
消費電力Ｗａｌｌｍａｘと、最大階調のホワイトラスター表示における表示階調と同一階
調の単色ラスターを表示するために必要な電力Ｗｒの最大電力値Ｗｒｍａｘ、電力Ｗｇの
最大電力値Ｗｇｍａｘ、電力Ｗｂの最大電力値Ｗｂｍａｘを加算した最大合計消費電力Ｗ
ａｄｄｍａｘとの比率（Ｗａｌｌｍａｘ／Ｗａｄｄｍａｘ）は、全階調において一定であ
る。このとき、ホワイトラスター表示の際の消費電力Ｗａｌｌは、以下の（６）式で示さ
れる。
【０１０７】
　Ｗａｌｌ＝Ｗａｄｄ×（Ｗａｌｌｍａｘ／Ｗａｄｄｍａｘ）・・・（６）
【０１０８】
　すなわち、ホワイトラスター表示の際の消費電力Ｗａｌｌと、ホワイトラスター表示に
おける表示階調と同一階調の単色ラスターを表示するために必要な電力Ｗｒ、電力Ｗｇ、
電力Ｗｂを合計した第１電力Ｗａｄｄとの差分は、以下の（７）式で示される。
【０１０９】
　Ｗａｄｄ－Ｗａｌｌ＝Ｗａｄｄ－Ｗａｄｄ×（Ｗａｌｌｍａｘ／Ｗａｄｄｍａｘ）
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　　　　　　　＝Ｗａｄｄ×（１－（Ｗａｌｌｍａｘ／Ｗａｄｄｍａｘ））・・・（７）
【０１１０】
　つまり、実際の消費電力を、ホワイトラスター表示における表示階調と同一階調の単色
ラスターを表示するために必要な電力Ｗｒ、電力Ｗｇ、電力Ｗｂを合計した第１電力Ｗａ
ｄｄに略一致させるためには、有機ＥＬパネル１０に入力する映像信号の値に対し、（７
）式で示される差分に相当する値を加算する必要がある。すなわち、図７に１点鎖線で示
すように、予め実際の消費電力が小さくなることを想定した計算上の消費電力である第２
電力Ｗｃが以下の（８）式となるように、映像信号を制御する必要がある。
【０１１１】
　Ｗｃ＝Ｗａｄｄ＋（Ｗａｄｄ－Ｗａｄｄ×（Ｗａｌｌｍａｘ／Ｗａｄｄｍａｘ））
　　　＝Ｗａｄｄ×（１＋（１－（Ｗａｌｌｍａｘ／Ｗａｄｄｍａｘ）））・・・（８）
【０１１２】
　本実施形態では、上記の（８）式を変形して、以下の（９）式として扱う。すなわち、
ホワイトラスター表示における表示階調と同一階調の単色ラスターを表示するために必要
な電力Ｗｒ、電力Ｗｇ、電力Ｗｂを合計した第１電力Ｗａｄｄに係数αを乗じて、予め実
際の消費電力が小さくなることを想定した計算上の消費電力である第２電力Ｗｃとする。
【０１１３】
　Ｗｃ＝Ｗａｄｄ×α・・・（９）
　（α＝１＋（１－（Ｗａｌｌｍａｘ／Ｗａｄｄｍａｘ）））
【０１１４】
　ここで、有機ＥＬパネル１０において画像表示を行う際に許容される最大許容電力をＷ
ｔとしたとき、実際の消費電力が最大許容電力Ｗｔを超えないように輝度調整する必要が
ある。このときの閾値電力Ｗｔｈは、以下の（１０）式で示される。
【０１１５】
　Ｗｔｈ＝Ｗｔ×α・・・（１０）
【０１１６】
　第２電力Ｗｃが閾値電力Ｗｔｈを超える領域では、以下の（１１）式で示す輝度調整ゲ
インＧを第２電力Ｗｃに乗じることで、閾値電力Ｗｔｈ以下に抑制することができる。
【０１１７】
　Ｇ＝Ｗｔｈ／Ｗｃ・・・（１１）
【０１１８】
　図８は、実施形態に係る表示装置において、ホワイトラスター表示の際の輝度調整結果
の一例を示す図である。図８において、横軸はホワイトラスター表示時における表示階調
を示し、縦軸は消費電力を示している。
【０１１９】
　図８では、第２電力Ｗｃが階調Ｎ以上である領域において閾値電力Ｗｔｈとなる例を示
している。これにより、実際の消費電力は、有機ＥＬパネル１０において画像表示を行う
際に許容される最大許容電力Ｗｔ以下に抑制される。
【０１２０】
　ここでは、ホワイトラスター表示を行う際の輝度調整の具体例について説明したが、補
色ラスター表示を行う場合や、自然画を表示する場合においても同様である。すなわち、
入力された映像信号の表示において、赤（第１の色）の表示に必要な電力Ｗｒ、緑（第２
の色）の表示に必要な電力Ｗｇ、及び、青（第３の色）の表示に必要な電力Ｗｂの合計値
である第１電力Ｗａｄｄに対し、映像信号に応じた所定の係数値を乗じて、第２電力Ｗｃ
とする。
【０１２１】
　ここで、係数αの具体例について説明する。
【０１２２】
　例えば、Ｒ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）の単色ラスター表示では、以下の（１２），（
１３），（１４）式が成り立つ。すなわち、単色ラスター表示では、係数値はα１＝１で
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ある。
【０１２３】
　Ｗａｌｌ＝Ｗｒ・・・（１２）
【０１２４】
　Ｗａｌｌ＝Ｗｇ・・・（１３）
【０１２５】
　Ｗａｌｌ＝Ｗｂ・・・（１４）
【０１２６】
　また、例えば、Ｙ（黄）、Ｍ（マゼンタ：赤紫）、Ｃ（シアン：青緑）の補色ラスター
表示では、係数値はα２で等しい。
【０１２７】
　また、例えば、ホワイトラスター表示では、係数値はα３である。
【０１２８】
　一方、自然画の表示を行う際には、係数αの値を無限に取り得る。本実施形態では、予
め複数種のパターンを設け、これら各パターンに応じた係数値α４－１，α４－２，α４
－３，・・・，α４－ｐ（ｐは自然数）を設定する例について説明する。各パターンの設
定手法、及び判別手法により本発明が限定されるものではない。また、係数αの決定手法
は上記に限るものではなく、係数αの決定手法により本発明が限定されるものではない。
【０１２９】
　次に、上述した本実施形態に係る輝度調整を実現するための具体的な構成について説明
する。図９は、実施形態に係る輝度調整を実現する回路ブロック構成の一例を示す図であ
る。
【０１３０】
　図９に示すように、制御部１１の画像処理部１１１は、画像解析部１１３と、輝度調整
部１１４とを含む。本実施形態では、ガンマ変換処理を行った後の映像信号Ｖｄｉｓｐに
対し、輝度調整処理を行う構成としている。
【０１３１】
　また、制御部１１は、画像処理部１１１の輝度調整処理において用いられる各種パラメ
ータが予め記憶される記憶部１１５を備える。
【０１３２】
　図１０は、映像信号のパターン毎の係数値を含む係数値情報の一例を示す図である。図
１０では、係数値情報Ｄ１として、映像信号が赤色ラスター（単色ラスター（Ｒ））を表
示する際の信号である場合の係数値と、映像信号が緑色ラスター（単色ラスター（Ｇ））
を表示する際の信号である場合の係数値と、映像信号が青色ラスター（単色ラスター（Ｂ
））を表示する際の信号である場合の係数値とが、係数値α１（＝１）として記憶部１１
５に記憶され、映像信号が黄色ラスター（補色ラスター（Ｙ））を表示する際の信号であ
る場合の係数値と、映像信号が赤紫色ラスター（補色ラスター（Ｍ））を表示する際の信
号である場合の係数値と、映像信号が青緑色ラスター（補色ラスター（Ｃ））を表示する
際の信号である場合の係数値とが、係数値α２として記憶部１１５に記憶され、映像信号
が白色ラスター（ホワイトラスター（Ｗ））を表示する際の信号である場合の係数値が、
係数値α３として記憶部１１５に記憶され、映像信号が所定のパターン１，２，３，・・
・，ｐ（ｐは自然数）の自然画（自然画（パターン１）、自然画（パターン２）、自然画
（パターン３）、・・・、自然画（パターンｐ））を表示する際の信号である場合の係数
値が、それぞれ係数値α４－１，α４－２，α４－３，・・・，α４－ｐとして記憶部１
１５に記憶されている例を示している。各係数値は、数値データであっても良いし、デジ
タルデータ等の離散値であっても良い。
【０１３３】
　図１１は、最大階調で単色ラスターを表示するために必要な各色毎の最大電力値を含む
最大電力値情報の一例を示す図である。図１１では、最大電力値情報Ｄ２として、最大階
調で単色ラスター（Ｒ）を表示するために必要な最大電力値Ｗｒｍａｘと、最大階調で単
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色ラスター（Ｇ）を表示するために必要な最大電力値Ｗｇｍａｘと、最大階調で単色ラス
ター（Ｂ）を表示するために必要な最大電力値Ｗｂｍａｘとが記憶部１１５に記憶されて
いる例を示している。各最大電力値は、数値データであっても良いし、デジタルデータ等
の離散値であっても良い。
【０１３４】
　図１２は、実施形態に係る輝度調整処理手順の一例を示すフローチャートである。以下
、図１２に示すフローチャートに従い、画像処理部１１１の動作について説明する。
【０１３５】
　まず、画像解析部１１３は、入力された１フレーム分の映像信号ＶＤＩＳＰを解析する
（ステップＳ１０１）。画像解析部１１３における画像解析手法としては、例えば、ヒス
トグラム解析が例示される。画像解析部１１３における画像解析手法により本発明が限定
されるものではない。
【０１３６】
　画像解析部１１３は、画像解析結果に基づき、記憶部１１５から映像信号ＶＤＩＳＰに
応じた係数値を読み出す（ステップＳ１０２）。
【０１３７】
　例えば映像信号ＶＤＩＳＰが単色ラスター（Ｒ）、単色ラスター（Ｇ）、単色ラスター
（Ｂ）を表示することを示す信号である場合、画像解析部１１３は、係数値α１（＝１）
を記憶部１１５から読み出す。
【０１３８】
　また、例えば映像信号ＶＤＩＳＰが補色ラスター（Ｙ）、補色ラスター（Ｍ）、補色ラ
スター（Ｃ）を表示することを示す信号である場合、画像解析部１１３は、係数値α２を
記憶部１１５から読み出す。
【０１３９】
　また、例えば映像信号ＶＤＩＳＰがホワイトラスター（Ｗ）を表示することを示す信号
である場合、画像解析部１１３は、係数値α３を記憶部１１５から読み出す。
【０１４０】
　また、例えば映像信号ＶＤＩＳＰが自然画を表示することを示す信号である場合、画像
解析部１１３は、映像信号ＶＤＩＳＰがパターン１，２，３，・・・，ｐの何れに最も近
いかを判断して、パターン１，２，３，・・・，ｐに応じた適切な係数値α４－１，α４
－２，α４－３，・・・，α４－ｐを読み出す。
【０１４１】
　続いて、画像解析部１１３は、映像信号ＶＤＩＳＰに含まれるＲ（赤）成分、Ｇ（緑）
成分、Ｂ（青）成分を抽出する（ステップＳ１０３）。そして、画像解析部１１３は、各
最大電力値Ｗｒｍａｘ，Ｗｇｍａｘ，Ｗｂｍａｘを記憶部１１５から読み出し、Ｒ（赤）
成分の表示に必要な電力Ｗｒ、Ｇ（緑）成分の表示に必要な電力Ｗｇ、Ｂ（青）成分の表
示に必要な電力Ｗｒを求める（ステップＳ１０４）。
【０１４２】
　画像解析部１１３は、電力Ｗｒ、電力Ｗｇ、及び電力Ｗｂの合計値である第１電力Ｗａ
ｄｄを算出する（ステップＳ１０５）。そして、画像解析部１１３は、算出した第１電力
Ｗａｄｄに対し、ステップＳ１０２において記憶部１１５から読みだした係数値を乗じて
第２電力Ｗｃを求めると共に、有機ＥＬパネル１０において画像表示を行う際に許容され
る最大許容電力Ｗｔに対し、ステップＳ１０２において記憶部１１５から読みだした係数
値を乗じて閾値電力Ｗｔｈを求め（ステップＳ１０６）、第２電力Ｗｃ、閾値電力Ｗｔｈ
、及び係数値を輝度調整部１１４に出力する。
【０１４３】
　輝度調整部１１４は、画像解析部１１３において上述したステップＳ１０１からステッ
プＳ１０６までの処理を行う間、１フレーム分の映像信号ＶＤＩＳＰを保持するフレーム
バッファを備えている。
【０１４４】
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　輝度調整部１１４は、画像解析部１１３から入力された第２電力Ｗｃが閾値電力Ｗｔｈ
以上であるか否かを判定する（ステップＳ１０７）。
【０１４５】
　画像解析部１１３から入力された第２電力Ｗｃが閾値電力Ｗｔｈ未満である場合（ステ
ップＳ１０７；Ｎｏ）、輝度調整部１１４は、１フレーム分の映像信号ＶＤＩＳＰに係数
値を乗じた映像信号Ｖｄｉｓｐを出力する（ステップＳ１０８）。
【０１４６】
　画像解析部１１３から入力された第２電力Ｗｃが閾値電力Ｗｔｈ以上である場合（ステ
ップＳ１０７；Ｙｅｓ）、輝度調整部１１４は、１フレーム分の映像信号ＶＤＩＳＰに係
数値を乗じ、さらに、閾値電力Ｗｔｈと第２電力Ｗｃとの比率（Ｗｔｈ／Ｗｃ）をゲイン
Ｇとして乗じた映像信号Ｖｄｉｓｐを出力する（ステップＳ１０９）。
【０１４７】
　上述した処理をフレーム毎に実施することで、映像信号に依らず適切に輝度調整を行う
ことができる。
【０１４８】
　なお、本実施形態では、単色ラスター（Ｒ，Ｇ，Ｂ）を表示する際の係数値α１が１で
共通である例を示したが、単色ラスター（Ｒ）、単色ラスター（Ｇ）、単色ラスター（Ｂ
）を表示する際の係数値がそれぞれ異なっていても良い。また、補色ラスター（Ｙ，Ｍ，
Ｃ）を表示する際の係数値α２が共通である例を示したが、補色ラスター（Ｙ）、補色ラ
スター（Ｍ）、補色ラスター（Ｃ）を表示する際の係数値がそれぞれ異なっていても良い
。
【０１４９】
　以上説明したように、実施形態に係る表示装置１は、赤（第１の色）を発する第１発光
素子、緑（第２の色）を発する第２発光素子、及び青（第３の色）を発する第３発光素子
をそれぞれ複数有する有機ＥＬパネル１０と、入力された映像信号ＶＤＩＳＰの表示にお
いて、赤（第１の色）の表示に必要な電力Ｗｒ、緑（第２の色）の表示に必要な電力Ｗｇ
、及び、青（第３の色）の表示に必要な電力Ｗｂの合計値である第１電力Ｗａｄｄを求め
、第１電力Ｗａｄｄに対し、映像信号ＤＩＳＰに応じた所定の係数値を乗じた第２電力Ｗ
ｃと、有機ＥＬパネル１０において画像表示を行う際に許容される最大許容電力Ｗｔに係
数値を乗じた閾値電力Ｗｔｈと、を算出する画像解析部１１３と、第２電力Ｗｃが閾値電
力Ｗｔｈ以上である場合に、映像信号ＶＤＩＳＰに対し、閾値電力Ｗｔｈと第２電力Ｗｃ
との比率を乗じる輝度調整部１１４と、を備える。
【０１５０】
　これにより、有機ＥＬパネル１０における実際の消費電力を最大許容電力Ｗｔ以下に抑
制することができる。
【０１５１】
　また、輝度調整部１１４において、第２電力Ｗｃの大きさに依らず、映像信号ＶＤＩＳ
Ｐに対して係数値を乗じることで、消費電力が最大許容電力Ｗｔ以下の低輝度領域におけ
る輝度が小さくなることを抑制することができる。
【０１５２】
　具体的に、画像解析部１１３は、映像信号ＶＤＩＳＰがホワイトラスターを表示するこ
とを示す信号である場合に、係数値α３（第１係数値）とし、映像信号ＶＤＩＳＰが単色
ラスターを表示することを示す信号である場合に、係数値α１（第２係数値）とする。
【０１５３】
　また、画像解析部１１３は、映像信号ＶＤＩＳＰが単色ラスターを表示することを示す
信号である場合に、単色ラスターの色に応じて、係数値α１（第２係数値）を異なる値と
する。
【０１５４】
　また、画像解析部１１３は、映像信号ＶＤＩＳＰが補色ラスターを表示することを示す
信号である場合に、係数値α２（第３係数値）とする。
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【０１５５】
　また、画像解析部１１３は、映像信号ＶＤＩＳＰが補色ラスターを表示することを示す
信号である場合に、補色ラスターの色に応じて、係数値α２（第３係数値）を異なる値と
する。
【０１５６】
　また、画像解析部１１３は、映像信号ＶＤＩＳＰが自然画を表示することを示す信号で
ある場合に、係数値α４－１，α４－２，α４－３，・・・，α４－ｐ（第４係数値）と
する。
【０１５７】
　また、画像解析部１１３は、映像信号ＶＤＩＳＰが自然画を表示することを示す信号で
ある場合に、自然画のパターン１，２，３，・・・，ｐに応じて、係数値α４－１，α４
－２，α４－３，・・・，α４－ｐ（第４係数値）を異なる値とする。
【０１５８】
　本実施形態により、映像信号に依らず適切に輝度調整することができる表示装置１を提
供することができる。
【０１５９】
　上述した実施形態は、各構成要素を適宜組み合わせることが可能である。また、本実施
形態において述べた態様によりもたらされる他の作用効果について本明細書記載から明ら
かなもの、又は当業者において適宜想到し得るものについては、当然に本発明によりもた
らされるものと解される。
【符号の説明】
【０１６０】
１　表示装置
１０　有機ＥＬパネル
２０　表示領域
３３１，３３２，３３３　画素スイッチ
３４１，３４２，３４３　駆動トランジスタ
３５１，３５２，３５３　蓄積容量
３６１，３６２，３６３　付加容量
３７１，３７２，３７３　有機発光ダイオード
１００　映像信号駆動部
１０１，１０３，１０５　初期化信号制御スイッチ
１０２，１０４，１０６　映像電圧制御スイッチ
１１０，１２０，１３０　映像信号線
１１１　画像処理部
１１２　タイミング制御部
１１３　画像解析部
１１４　輝度調整部
１１５　記憶部
２００　走査信号駆動部
２１０　走査信号線
２２０　発光制御線
２３０　電源供給線
２３５　リセット制御スイッチ
３１０　高電位供給線
３２０　低電位供給線
ＳＧ　走査電圧
Ｒｐｉｘ　副画素（Ｒ）
Ｇｐｉｘ　副画素（Ｇ）
Ｂｐｉｘ　副画素（Ｂ）
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Ｄ１　係数値情報
Ｄ２　最大電力値情報
Ｐｉｘ　画素
Ｗａｄｄ　第１電力
Ｗｂ　電力（Ｂラスター表示）
Ｗｃ　第２電力
Ｗｇ　電力（Ｇラスター表示）
Ｗｒ　電力（Ｒラスター表示）
Ｗｔ　最大許容電力
Ｗｔｈ　閾値電力
α　係数
α１，α２，α３，α４－１，α４－２，α４－３，・・・，α４－ｐ　係数値

【図１】 【図２】
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